
2019 年度 地域連携活動報告書 
連携先名称：⻑野県⻑和町 
 
協定締結日：2008/11/25 
活動状況：継続中 
連携先窓⼝：⻑和町役場産業振興課農政係 
活動資金：学科の予算と町からの補助金、地方創生事業補助金（本年度で終了） 
活動体制：大学 
担当教員（所属）：増田敬祐（食料環境経済学科） 
関連教員（所属）：大浦裕二（食料環境経済学科） 
 
活動目的： 
 1.⻑和町の地域活性化のための連携事業 
 ・体験を通じた学生と地域の交流人⼝拡大による地域活性化 
 ・地域産品を活用した商品開発 
 2.伝統文化継承のための連携事業 
 ・伝統文化継承・発展に向けた都市農村間の相互交流のための仕組みの構築 
 3.人材育成のための連携事業 
 ・地域で活躍する人材育成のための実習 
 
活動内容・成果： 
1.⻑和町の地域活性化のための連携事業 
 ・農大学生の実学主義に基づく実習への参加 
  実施時期：2019 年度内 10 回、参加人数：（農大教員毎回２〜３名、農大 
  生合計 287 名、地元農業者毎回 2〜３名、⻑和町職員毎回 4 名） 
 ・特産品開発と販売（⻑和のトマト、エゴマ油など） 
 ・地域活性化に資する「ふるさと CM 大賞」への応募と入賞 
 2.伝統文化継承のための連携事業 
 ・伝統文化継承・都市農村間の相互交流（町内の伝統行事、地域運動会へ 
  の参加など） 
 3.人材育成のための連携事業 
 ・地域の実情を把握し、問題解決に向けたプランニング力を涵養するための 
  ワークショップを毎回の実習で行った。 
課題・改善点： 
 ・PDCA サイクルにおける check の時間の充実を図る必要がある。 
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松尾大社例祭で大根踊りを披露する農大生






